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「OISTの今後の在り方に関する検討会」

第2回会議 2025年6月5日

理事長兼学長 カリン・マルキデス

OISTの現状とミッション戦略、将来ビジョン

© Okinawa Institute of Science and Technology Graduate University 2023

資料１



OISTの概要
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OIST戦略 2024-2029

OISTの成り立ち - 21世紀のモデルとなる大学
基盤：システム、プロセス、人材、文化により、世界トップクラスの科
学技術人材と専門家を惹きつけ、維持する。
将来展望、外部評価、ボトムアップのインプットと調整のメカニズムに
より、拡張性とレジリエンスのモデルを洗練させる。
人・地域社会・自然の豊かさと健康のための、生物多様性にポジティ
ブに取り組む持続可能なキャンパス

OIST設立の基盤

OISTのビジョン
将来の展望、戦略的な展開分野、長期的計画
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OIST設立の基盤

平成二十一年法律第七十六号
沖縄科学技術大学院大学学園法

OIST School Corporation Act (Act No.76 of 2009)目的
第一条 この法律は、沖縄科学技術大学院大学の設置及び運営に関し必要な事項を定
めることにより、沖縄（沖縄県の区域をいう。以下同じ。）を拠点とする国際的に卓越した
科学技術に関する教育研究の推進を図り、もって沖縄の振興及び自立的発展並びに世界
の科学技術の発展に寄与することを目的とする。
Purpose
Article 1 The purpose of this Act is to provide for necessary matters concerning the 
establishment and operation of the Okinawa Institute of Science and Technology in order 
to promote internationally distinguished research and education on science and 
technology based in Okinawa (within Okinawa Prefecture) and thus contribute to the 
promotion and the autonomous development of Okinawa and to the development of 
science and technology worldwide.



OISTはなぜ設立されたのか？
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「沖縄科学技術大学院大学（OIST）の使命は、まず世界
最高水準の研究教育を行うことにある。この点に関し、英国
ネイチュア誌の客観評価によれば、伝統的な日本国立大学
を遥かに凌ぐ高水準の成果を上げてきたとされる。…同大学の
国際的活動が将来の学問の発展にとどまらず、我が国に欠
如する学術外交の担い手の育成に大きく資することを期待し
ている。… 」        野依 良治

科学技術振興機構研究開発戦略センター名誉センター長

沖縄科学技術大学院大学理事

理化学研究所前理事長

2001年ノーベル化学賞受賞者

OISTは国家戦略的優先事項と科学技術政策から生まれた
国際的に卓越し、日本の科学と学術外交をリードする新しい類の大学

「・・・資源に乏しい小国である日本が21世紀においてグ
ローバル・リーダーであるためには、科学技術イノベーショ
ンの競争力を回復する以外の途はありません。」

尾身幸次
元 沖縄及び北方対策･科学技術政策担当国務大臣

元 財務大臣

2004年第2期科学技術基本計画に関する講演会

ビジョン ミッション

「OISTの諸課題に関する検討会」第29回資料
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シドニー・ブレナー 2005

ピーター・グルース 2017

2001年6月
2001年、内閣府特命担当大臣（沖縄・
北方対策、科学技術政策担当）として
入閣した尾身氏は、それまでの政治家とし
ての経験を活かし、沖縄を将来にわたって
発展させていくための施策と、科学技術の
力で日本を創りなおす、というアイデアを掛
け合わせることを思いつきました。

OISTのタイムライン

尾身幸次 2001

ジョナサン・ドーファン 2011

カリン・マルキデス 2023
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国際的な研究競争の中で厳しい立場にある日本

出典：文部科学省科学技術・学術政策研究所「科学技術指標2024」（調査資料-341）を基に作成 

China

*その年の研究分野で被引用Top10%に入る研究論文数
（3年間の移動平均）

The 1st Basic Plan

1981-2021 2021-2024

• 上位10か国の順位が変動
• 中国の研究機関がNature Index 2024の総合ランキングで
トップ10のうち7つを占める

• 米国の機関は、生物科学やScience誌・Nature誌への論文
掲載数において依然として優位を保つ

• 2024年、主要な欧米諸国が順位を下げた 
• 日本の研究環境は2017年以降、ある程度前向きな変化が
見られる

• 急激な低下傾向には歯止めがかかったものの、依然としてい
くつかの競争の激しい中核分野や戦略的重点分野でトップ
の座を失った

https://www.nature.com/nature-index/research-leaders/2024

研究・イノベーションのシステム、アクター、技術的・社会環境的プロセスとのリン
クには、変容的変革が求められている
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「Nature」誌 オピニオン記事: 著者10名; 共著者139名
日本の大学30校以上の著名な教授陣が参加
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資金提供のあり方を再考すれば日本は再び科学大国に

個々の分野に固執せず、科学探求への進化する要求に歩調を合わせる必要あり



「Nature」誌 オピニオン記事:
資金提供のあり方を再考すれば、日本は再び科学大国に
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• ハイリスク・ハイリターン研究の推進：プロジェクトではなく、優秀な人材へのハイトラスト・ファン
ディング、そしてコラボレーションとアウトカムへの報酬

• 学際的なコラボレーションの促進：OISTでは、従来の学部制を廃し、研究室ローテーションを
博士課程の学生に義務付け、共有スペースを通じた学際的なコラボレーションを促進している

• 研究コミュニティの多様性の向上：OISTコミュニティは、60%以上の外国人教員と80%以上の
外国人学生で構成されており、多様な視点と専門知識をもたらしている

• 適応的かつ複数年にわたる資金提供戦略を実施：チャン・ザッカーバーグ・バイオハブのような
イニシアティブは、数年にわたる相当額の資金を提供している。有望な取り組みに資源を確実
に配分するための評価を定期的に行いながら、研究チームが新たな課題に対応し方向性を変
更することを許容している。



 OISTは画期的なモデルとなるべく誕生した
 学際的な基礎研究が成功をもたらした
 2024–2029年にかけて、堅固な基盤が信頼とレジリエンスを構築する
 この基盤がボーダレスな触媒的オープンサイエンスを可能にする
 その後、目標300PIのクリティカルマスに到達し完全なインパクトを生み出すため成長拡大

OISTの成り立ち - 21世紀のモデルとなる大学
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ACS Nano 2024 18 (51), 34730-34740

早期独立 × 優れた学際的研究
テニュアトラック准教授による最近の例

タンパク質工学・
進化ユニット

分子神経科学
ユニット

Science 388, eadp1853(2025).

モデルベース進化
ゲノミクスユニット

OISTの研究ユニッ
トの主宰者は
20.4%が
テニュアトラック准
教授

Nat Aging 4, 319–335 (2024)

Nature 634, 721–728 (2024)

膜生物学ユニット

有機・炭素
ナノ材料ユニット

有機光
エレクトロニクスユニット

Nat Commun 16, 1341 (2025) 
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教員の業績 - 最近の例
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根本香絵教授は、フランス
共和国より国家功労勲章
を受章(2022年）

科学技術分野の文部科学
大臣表彰を受賞 (2025)

スヴァンテ・ペーボ教授が
ノーベル生理学・医学賞を受賞（2022年） ケシャヴ・ダニ教授が日本学術振興会賞を受賞（2024年）

楠見明弘教授が米国生物
物理学会のアヴァンティ賞
（脂質部門）を受賞
（2020年）

エイミー・シェン教授が流体力
学分野で米国物理学会の
フェローに選出（2021年）

• 国際的な科学協会フェロー15名、米国科学アカデミー外国人アソシエイト1名
• 国立工学アカデミー1名（客員教授）
• 文部科学大臣表彰（科学技術分野）8件：研究部門(教員2名）、若手科学者賞（教員4名、研究者1
名）、科学技術振興部門（研究者1名）



世界トップクラスの理工系大学とのベンチマーク
OISTは小規模で若い大学であるが、大きな成長の可能性を秘めている

Category Normalized Citation Impact (2020-2024)

OIST, Japan
KAIST, S. Korea

Caltech, USA

KAUST, Saudi Arabia
HKUST, Hong Kong SAR

NTU, Singapore

IST - Austria
EPFL, Switzerland

Weizmann, Israel
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フラットな組織と機動的な研究・発見を支え、管理・運営の説明責任を担保し、
支えるシステム
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多様な研究ア
イデアと成果

充実した教
育とトレー
ニング

自然と社会の
積極的変革

探索的学際的
チーム

水平方向
科学技術の専門知の分散ネットワーク

知識の最前線やプロジェクトのニーズにリアルタイムで対応！

• 自己組織化
• 発見重視
• 組織の使命に基づく
• 迅速な学習
• 柔軟なネットワーク形
成

• 競争と協働
サブシステムの例

As of June 2, 2025

1. ガバナンスとマネジメントの明確な分離
2. 組織図は、事務部門の組織についてのみ
3. ほぼすべてのレベルに国際基準を適用
4. 権限と役割の垂直的委譲

垂直方向
OISTの管理・運営のための組織図
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研究と博士課程教育を成功に導く仕組み

若手教員テニュアトラック准教授に早い段階での自立を促す
ノーベル賞（生理学・医学）の3/4は、最初のNIHグラント採択の平均年齢より前(50歳以下)に行っ

た研究に贈られている

優秀な人材を引き付けるパッケージを提供
5年間のハイトラストファンディングと研究の自由

最先端の共有機器・設備と実験室
機動性を高める博士課程学生のローテーションとカリキュラム

イノベーションを生み出す意欲的・協調的な環境

国際的に最高レベルの科学者のみを採用
厳格な選考方法と基準

理事会がテニュアを承認。テニュアの付与は理事会の承認事項。
特定領域をあらかじめ限定しない教員採用

学際性を高めるための研究分野のバランスの取れた拡充

2019 Nature Index科学論文の質において日本で１位、世界で9位

厳格な評価手法
• 国際的な外部専門委員会による全教員、研究
室の評価を5年毎に実施

• ハイレベルな国際評価委員による大学評価を5年
毎に実施

• (a) 博士論文研究計画書の審査 (b) 博士論文
について厳格な外部審査を実施

• 国際的なベンチマークとしての国際研究展望委員
会
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202320082003 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2024 2025

Inauguration
(November)

External 
Peer Review

(July)

External 
Peer Review
(November)

Perspective 
Council

(November)

1st ERC 1st ERC repeat 2nd ERC repeat

Int.
Perspective

Council

Strategy 
(June)

2024-2029

Strategic 
Plan (July) 
2020-2030

Framework I
(November)

Framework II
(September)

Blueprint 
(July)

戦略計画 :       OISTが策定し、OIST理事会の承認を受けた、ミッション達成に向けた実行のための指針
外部評価 : 国際的に著名な科学者、世界有数の科学機関の元・現学長、副学長、理事からなる評価委員会によるOISTの

発展と戦略的見通しに関する高レベルの評価
                                                    → OIST理事会に報告され、OIST経営陣による戦略及び実施に対する更なる支持や修正提案がなされる
研究展望委員会 : 国際的に著名な科学者や高等教育機関のリーダーが、研究戦略や実施に関してOIST理事長への助言を行う
外部評価委員会(ERC): 各研究ユニットの研究の質を保証するため、OISTが設定し、各ユニットに対して繰り返し実施する

研究の卓越性を確立・担保・維持する仕組み

(May 2025)

External 
Review 

Panel for 
10 Years 

and Future 
Challenges

(CAO)

External 
Review 

Panel for 5 
Years and 

Future 
Challenges

(CAO)

2026

2025/6/5 © Okinawa Institute of Science and Technology Graduate University 2023 15



© Okinawa Institute of Science and Technology Graduate University 2023 162025/6/5

第１フェーズ：PI最大100名

ウエストキャンパス イノベーションコア

現在
(25年度見込み97PI → 29年度101PI)

OISTキャンパスの開発と潜在的なインパクト

参考文献
https://www.nikken.co.jp/en/insights/cities_wi
th_innovation_research_unit_okinawa_institut
e_of_science_and_technology_onna-
son_village.htmlhttps://note.com/nikken/n/nc
2cb97262e00 
日建設計「イノベーション創造都市」研究ユニット
による「イノベーション空間のレシピ」参照。

第2フェーズ: 200 PI 
• 研究棟5棟（第6-第10）
• 事務部門（センター棟及び各研究棟内に分

散）を集約する棟
• 図書館棟
• キャンパス内保育施設の拡充

第3フェーズ: 300 PI
• 研究棟（第11-第15）
• キャンパス西口の建物
• 実験動物施設の拡充
• 体育館

センターキャンパス
イーストキャンパス

※OIST独自に、約70万平米のOISTの敷地内に、研究棟15棟及び支援施設を配置・建設する技術的実現可能性に関する調査結果をまとめたもの



One OIST 戦略 2024-2029
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卓越した研究 世界トップレベル
の大学院教育

変革的イノベー
ション

インパクトのある
アウトリーチ

優れた内部環境

レジリエントなOIST

持続可能な未来の
ためのOIST

カル
チャ
ーミ
ッシ

ョン
エリ

ア
コアミッションエリア
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One OIST戦略は、成長のためのレジリエンスの基盤を構築する
7つのミッション分野、3～5つの戦略目標/ミッションと年度目標、
目標達成に向けたOIST全体の調整プロセスを毎年実施する



© Okinawa Institute of Science and Technology Graduate University 2023

19

採用の対象とな
る科学領域

拡大と統合

2018-2022年度についての推奨領域：
• 神経科学
• 生命科学
• 生態学・環境・海洋科学
• 数学・計算機科学・統計学
• 量子科学
• 材料科学・化学
• 応用科学・工学

各年度についての推奨領域
2024年度
• 数理科学
• エネルギーと持続可能性
2025年度
• 量子科学／テクノロジーと物理学
• 生態学・環境科学・地球科学・海洋学
2026年度
• 神経科学・データ科学・AI
• 化学・材料科学

2 0 2 5 / 6 / 5



研究ユニットを率いる教授陣
今日、人類が直面する課題には、型破りな解決策が必要であり、それは科学に対する新たなアプローチを意味する。OISTは、学問分野間の従来の障壁を取り
払っている。OISTでは、学部単位で組織を編成するのではなく、教授陣の専門分野や研究テーマに基づいて95（2025年5月現在）の研究ユニットを定義し、教
員や学生が従来の学問分野を自由に横断し、組み合わせることを奨励している。

OISTの研究文化

One Health and 
Bioconvergence

Neuroscience & 
Data Science

Energy & 
Sustainability

Quantum 
Science & 

Technology

Marine & 
Terrestrial 

Ecology

エネルギーの実証実験：
沖縄におけるスマートアイ
ランド構想
エネルギー、モビリティ、人
間の行動の変容

オープンセンター
連携研究ユニットのクラスターにおけるオープンサイエンスを支援するインセンティブを与え学術エコシステムをダイナミックに強化する

量子技術
オープンセンター：
大型助成金を獲得し、産
業界との連携を拡大して
いる

学際的な研究分野における強み

エネルギー
オープンセンター：
•レジリエントな対応
•将来の効率性
•電力輸送の変革
•エキゾチックエネルギー

テストベッド
産学官連携による
リアリティラボ

NeXus 
マインドの出会いと価値
創造のためのオープンな
スペース
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研究ユニットが
学際性を生み

ピアレビューされた知識が
信頼に足る

オープンサイエンス
を触発し、それが

オープン・イノベーション
を変容させ

持続可能な未来
を実現する

NeXus
探求的なアイデア・
人材の交流

テストベッド
産学官連携による
リアリティラボ

オープンセンター
知識の接点

インキュベーター
価値の創造

One OIST

客員プログラム
世界の多様な
科学を呼び込む
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One Health and 
Bioconvergence

Neuroscience & 
Data Science

Energy & 
Sustainability

Quantum 
Science & 

Technology

Marine & 
Terrestrial 

Ecology

Quantum 
Technology 

Energy

Energy



Thank you
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